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低身長症とその治療法
小和瀬医師

行田総合病院の小児科

NEWS & TOPICS
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P e d i a t r i c t s

4月に小和瀬部長を迎えた
当院の小児科。
これまで以上に充実した
総合診療体制で「地域の子
どもたちの成長、そして未
来」を守り続けます。

　外来診療は、風邪や胃腸炎

等、小児科として一般的な疾

患の治療を中心に診療してい

ます。また、血液検査・画像

診断による精査にも対応して

おり、各種予防接種や乳幼児

健診等も行っています。診察

までの待ち時間にはプレイ

ルームもご利用いただけます。

　入院診療については、肺炎

や気管支喘息発作、胃腸炎等、

軽症から中等症の急性疾患に

関して診療しています。さら

に専門的な評価が必要な疾患

や重症疾患等につきましては、

連携しております埼玉県立小

児医療センターや埼玉医科大

学等にご紹介しております。

　小児科の理想は 24 時間・

365 日小児疾患に対応するこ

とです。実現に向かって一歩

ずつ着実に前進していきたい

と考えています。

◆
行
田
総
合
病
院
の
小
児
科

医師と保育士、看護師が協力し合って診察を行っています

　子どもの体の不調全般、お

よび誤飲（中毒）などのトラ

ブルを総合的に扱っています。

平日の昼間と休日の昼間は外

来診療、毎週月曜・金曜と隔

週土曜（第 2・4 週）は、熊谷・

深谷地区小児救急輪番制によ

る時間外救急診療を行ってい

ます。

　咳・鼻水・頭痛・腹痛・嘔

吐・下痢などの日常的な不調

から、発熱・けいれん・呼吸

の乱れ・喘鳴など、気になる

症状がございましたら、日中

は行田クリニック（TEL.048-

554-0005）、夜間は救急外来

（TEL.048-552-1111） へ

ご相談ください。当直医師が

不在の場合でも救急外来の看

護師がアドバイスいたします。

または、埼玉県小児救急電話

相談（TEL.#8000）のご利用

もおすすめいたします。

　

◆
小
児
科
の
新
体
制
を
ご
紹
介

毎週水曜日の外来を担当している大戸医師

　当院の小児科では、看護師と

一緒に保育士も活躍しているこ

とが大きな特徴の一つです。注

射で泣いてしまったお子さまに

優しい言葉をかけながら手書き

イラスト入りの絆創膏を貼って

泣き止ませたり、診察が終わる

とシールや折り紙を渡したり、

看護師と協力しあってスムーズ

な診察が行えるように対応して

います。　

　また、診察室のカラフルでか

わいいデコレーションも行うほ

か、お母さんの育児相談にも耳

を傾けています。

　小児科外来看護師は、「的確

な観察力と素早い状況判断力」

「保護者と協力し合う意識」「子

どもを好きな気持ち」を信条に

勤務しています。「回復してゆ

く子どもたちの姿に大きな喜び

を感じています」と語る看護師

たちが、医師・保育士・コメ

ディカル・事務スタッフと一体

になって、地域の子どもたちの

未来を守り続けています。

◆
全
て
の
ス
タ
ッ
フ
が
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

　当院の小児科は、生後間もない新生児から中学生までを診療対象

としています。その年齢の間隔は約 15 年、成人と比較するとかな

り短い期間です。しかし、先天性の疾患も含めて、病気の種類は様々

であり、一つの症状にフォーカスしても様々な疾患の可能性を考え

て診察を行っています。

　症状を口で訴えることができない小さなお子さまの診療は、難し

いことも多く、そういった場合にはお母さん・お父さんなどご家族

からの情報が大変重要となります。とくに発症から受診までの経過

記録が大切ですので細かく医師や看護師にお伝え願います。子ども

の病気には伝染力の強いものもあるため、待合室や診察室を別にす

る場合があります。発疹のある方、おたふくかぜやインフルエンザ

の可能性がある方は、まずは受付へその旨をお伝え願います。

　また、お子さまが、どの科にかかってよいのか分からない場合も、

まずは小児科までご遠慮なくお越しください。小児科医師による

診察を行い、症状に適した治療や、必要に応じて他科を紹介いた

します。

◆
小
児
科
か
ら
の
お
願
い 小児科外来は、行田クリニック B 館で行っています

外来診療を行う新宅医師

診察が終わって折り紙をもらってニッコリ

 行田クリニック B 館 月 火 水 木 金 土

午前
診察室1 森田医師 小和瀬医師 森田医師 森田医師 小和瀬医師  小和瀬医師※第 1・3 週

 新宅医師※第 2・4 週

診察室2 新宅医師 大戸医師  山口医師※第 1・3 週

午後
診察室1 小和瀬医師 森田医師 新宅医師 新宅医師 新宅医師

診察室2 大戸医師

■小児科 外来担当表

小和瀬部長のお話は P4 で
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骨
の
成
長
の
仕
組
み

　

背
が
伸
び
る
と
い
う
の
は
、
骨
が
成
長
す

る
こ
と
で
す
。
骨
は
、
先
端
の
骨
端
線
と
い

う
部
分
に
あ
る
軟
骨
組
織
が
増
殖
し
て
骨
に

置
き
換
わ
る
「
軟
骨
内
骨
化
」
を
繰
り
返
し

て
成
長
し
ま
す
。
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、

す
べ
て
の
人
の
骨
の
成
長
は
い
ず
れ
止
ま
り

ま
す
。
こ
れ
は
骨
が
成
熟
し
て
骨
端
線
の
軟

骨
が
硬
い
骨
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
で
す
。

　

身
長
は
一
般
に
、
生
ま
れ
て
か
ら
お
よ
そ

４
歳
ま
で
の「
乳
幼
児
期
」に
最
も
伸
び
ま
す
。

こ
の
後
、
思
春
期
を
迎
え
る
前
ま
で
順
調
に

成
長
を
続
け
、「
思
春
期
」
に
再
び
大
き
な
成

長
期
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
は
ホ
ル
モ
ン
の
分

泌
が
深
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

成
長
に
は
個
人
差

遺
伝
的
要
素
も

　

成
長
に
か
か
わ
る
主
な
ホ
ル
モ
ン
は
、「
成

長
ホ
ル
モ
ン
」「
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
」「
性
ホ

ル
モ
ン
」
の
３
つ
で
す
。　
　

　

成
長
ホ
ル
モ
ン
は
、
脳
の
下
垂
体
前
葉
か

ら
分
泌
さ
れ
、
そ
の
名
の
通
り
骨
の
成
長
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

甲
状
腺
か
ら
分
泌
さ
れ
る
甲
状
腺
ホ
ル
モ

ン
は
、
骨
の
成
長
に
働
き
か
け
る
ホ
ル
モ
ン

を
分
泌
さ
せ
る
役
割
を
持
ち
ま
す
。
成
長
ホ

ル
モ
ン
の
分
泌
を
適
切
に
す
る
働
き
も
あ
り
、

成
長
・
発
達
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、「
思
春
期
の
成
長
ス
パ
ー
ト
」
と

い
わ
れ
る
目
覚
ま
し
い
身
長
の
伸
び
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
ホ
ル
モ
ン
が
性
ホ
ル
モ

ン
で
す
。
思
春
期
を
迎
え
る
と
男
子
は
精
巣

や
陰
茎
、
女
子
は
乳
房
な
ど
が
発
達
し
ま
す
。

こ
れ
を
二
次
性
徴
と
い
い
ま
す
が
、
精
巣
と

卵
巣
か
ら
分
泌
さ
れ
る
性
ホ
ル
モ
ン
が
こ
の

時
期
に
増
加
し
ま
す
。
筋
骨
格
の
成
長
を
促

す
作
用
と
と
も
に
、
成
長
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌

を
活
発
に
す
る
た
め
、
思
春
期
は
身
長
が
伸

び
や
す
く
な
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

と
は
い
っ
て
も
、
成
長
に
は
個
人
差
が
あ

り
、
思
春
期
の
タ
イ
ミ
ン
グ
も
千
差
万
別
で

［Close-up］小児科

す
。
ま
た
、
最
終
的
な
身
長
は
遺
伝
的
要
素

に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
た
め
、
両
親
が
小
柄

な
場
合
は
、
お
子
さ
ん
も
小
柄
に
な
る
可
能

性
が
高
く
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
場
合
、
両

親
の
身
長
か
ら
算
出
す
る
「
目
標
身
長
」
が

一
つ
の
目
安
に
な
り
ま
す
の
で
計
算
し
て
み

ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

十
分
な
睡
眠
と

規
則
正
し
い
生
活

　

成
長
は
、
生
活
習
慣
や
環
境
に
も
影
響
さ

れ
ま
す
。「
寝
る
子
は
育
つ
」と
い
い
ま
す
が
、

成
長
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
量
は
夜
間
の
睡
眠
中

や
運
動
後
な
ど
に
増
え
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
過
剰
な
糖
分
は
成
長
ホ
ル

モ
ン
の
分
泌
を
抑
え
る
作
用
が
あ
る
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
骨
の
成
長
を
促
す
に
は
、

十
分
な
睡
眠
、
規
則
正
し
い
生
活
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、
お
よ
び
適
度
な
運
動

習
慣
が
大
切
で
す
。

　

背
が
低
い
お
子
さ
ん
の
多
く
は
病
気
な
ど

の
心
配
が
な
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
ホ
ル

モ
ン
分
泌
不
全
な
ど
病
気
が
原
因
の
場
合
も

あ
り
、
治
療
に
よ
っ
て
改
善
で
き
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
調
べ
る
に
は
、
ま
ず

「
成
長
曲
線
」
を
作
成
し
て
①
標
準
的
な
成
長

の
範
囲
内
か
？　

②
成
長
の
ス
ピ
ー
ド
が
落

ち
て
い
な
い
か
？　

を
客
観
的
に
捉
え
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

「
成
長
曲
線
」
で

病
気
が
見
つ
か
る
こ
と
も

　

標
準
成
長
曲
線
は
、
男
女
別
に
同
年
齢
の

子
供
の
身
長
・
体
重
の
デ
ー
タ
を
集
計
し
、

平
均
値
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
で
す
。
そ
し

て
、
平
均
値
か
ら
ど
れ
だ
け
離
れ
て
い
る
か

と
い
う
幅
を
示
す
の
が
標
準
偏
差
「
Ｓ
Ｄ
」

で
す
。
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
２
Ｓ
Ｄ
の
線
の

間
で
あ
れ
ば
正
常
な
範
囲
内
と
さ
れ
、
全
体

の
95
％
が
こ
の
間
に
入
り
ま
す
。
現
在
の
身

長
を
「
●
歳
●
カ
月
」
と
月
齢
ま
で
考
慮
し

て
グ
ラ
フ
内
に
点
を
記
入
し
、
さ
ら
に
母
子

手
帳
や
幼
稚
園
で
の
記
録
、
小
中
学
校
で
の

健
診
の
結
果
な
ど
、
過
去
に
測
定
し
た
デ
ー

タ
も
加
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
点
を
つ
な
げ
合

わ
せ
て
で
き
た
成
長
曲
線
を
見
る
と
、
ど
の

よ
う
な
成
長
を
し
て
き
て
い
る
か
が
分
か
り

ま
す
。
一
つ
の
目
安
と
し
て
は
、
成
長
曲
線

が
マ
イ
ナ
ス
２
・
０
Ｓ
Ｄ
以
下
だ
と
「
低
身
長

症
」が
疑
わ
れ
ま
す
。こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

か
か
り
つ
け
の
小
児
科
医
、
さ
ら
に
は
小
児

内
分
泌
専
門
医
に
相
談
な
さ
る
こ
と
を
お
勧

め
い
た
し
ま
す
。

※
成
長
ホ
ル
モ
ン
治
療
に
つ
い
て

　

ホ
ル
モ
ン
分
泌
不
全
に
よ
る
低
身
長
症
は
、

不
足
し
て
い
る
ホ
ル
モ
ン
を
補
う
こ
と
で
治

療
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
そ
の
一
つ
に「
成

長
ホ
ル
モ
ン
治
療
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
治
療
は
、
毎
日
１
回
、
就
寝
前
に
不

足
し
て
い
る
成
長
ホ
ル
モ
ン
を
皮
下
注
射
し

て
補
う
も
の
で
す
。
大
変
細
い
注
射
針
を
使

用
す
る
た
め
、
針
を
皮
膚
に
刺
し
た
際
、
痛

み
は
ほ
と
ん
ど
感
じ
な
い
場
合
が
多
い
で
す
。

ま
た
治
療
費
は
、
一
定
の
基
準
を
満
た
し
て

い
れ
ば
小
児
慢
性
特
定
疾
患
の
公
費
助
成
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
た
と
え
認
定
さ
れ
な
く
て

も
、
診
断
の
手
引
き
に
よ
り
成
長
ホ
ル
モ
ン

分
泌
不
全
性
低
身
長
症
と
診
断
さ
れ
れ
ば
、

成
長
ホ
ル
モ
ン
治
療
は
健
康
保
険
の
適
用
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
疾
患
に
よ
る
低
身
長
症
が
証
明

さ
れ
て
も
、
そ
の
時
点
で
す
で
に
骨
が
成
熟

し
て
い
れ
ば
仮
に
治
療
し
て
も
身
長
の
伸
び

は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
治
療
開
始
が

遅
れ
れ
ば
、
満
足
の
い
く
最
終
身
長
に
な
ら

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
「
背
が
低
く
て
も
仕
方
な
い
」
と
あ
き
ら
め

た
り
、
誤
っ
た
情
報
に
振
り
回
さ
れ
る
前
に
、

ま
ず
は
小
児
内
分
泌
専
門
医
に
相
談
し
て
早

期
発
見
、
早
期
治
療
を
心
掛
け
る
こ
と
を
推

奨
い
た
し
ま
す
。

低
身
長
症
と
そ
の
治
療
法
小
和
瀬 

貴
律 

TA
K

A
N

O
R

I K
O

W
A

SE

 

小
児
科
部
長
／
内
分
泌
代
謝
科
（
小
児
科
）
専
門
医
・
指
導
医

◇成長ホルモン治療が認められている疾患

成長ホルモン分泌不全性低身長症…成長ホルモンの不足による低
身長症で、まれに脳腫瘍が隠れている場合もあります。
ＳＧＡ性低身長症…母親の胎内にいる期間に相当する標準身長・
体重に比べ小さく出生。２〜３歳までに約９割の方は成長が追い
つきますが、追いつかない場合で基準を満たした場合、３歳から
治療を始めることが可能。
軟骨異栄養症…軟骨細胞分化の異常による内軟骨性骨化の障害の
ため、四肢短縮型（胴体に比べて手足が短い）低身長となる疾患。
ターナー症候群…女子特有の疾患。ターナー女性と言われること
もあります。Ｘ染色体の一部に乱れがあり、多くの方が低身長症
を伴います。思春期になっても二次性徴が現れず性ホルモンが分
泌されない場合が多いです。
慢性腎不全性低身長症…腎臓の機能が障害され、軟骨組織の増殖
が弱まることで低身長症になります。
プラダー・ウィリー症候群…遺伝子の異常が原因。低身長症のほ
か、筋力低下、性腺機能低下、肥満などが起こることが知られて
います。

◯目標身長について

＜目標身長の求めかた＞

男児＝（父の身長＋母の身長＋13cm）÷２

女児＝（父の身長＋母の身長－13cm）÷２
例）父 170cm、母 150cm の場合

男児＝（170 ＋ 150 ＋ 13）÷ 2 ＝ 166・5cm

女児＝（170 ＋ 150 － 13）÷ 2 ＝ 153・5cm
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職員研修会
当院会議室

2016 年 3 月 29 日（火）

診療報酬改定のポイント
4 月からの診療報酬改定について
の研修会が行われ、医事課のス
タッフを中心に管理職者が参加し
ました。超高齢化社会における医
療政策の方向など、改定に当たっ
ての基本方針から見直し事項まで
を学ぶことができました。

第 18 回救急勉強会
当院会議室

News & Topics

2016 .3-2016 .4

新入職員入職式
希望を胸に！ 壮幸会へようこそ！

2016 年 4 月 1 日（金）

本年は、76 名が入職
新卒は看護師 23 名、准看護師 2 名、看護助手 1 名、薬剤師 2 名、リハビ
リセラピスト 17 名、臨床工学技士 2 名、臨床検査技師 4 名、放射線技師 2
名、社会福祉士 3 名、保育士 2 名、事務スタッフ 10 名。現役は看護師 7 名、
リハビリセラピスト 1 名。合計 76 名もの新入職員が入職いたしました。地
域の皆さまの健康を守るため、研修や勉強会に積極的に参加して学び、誠実
に勤務してまいります。

第1回肝臓病教室
当院新南棟 2F サブナースステーション

2016 年 4 月 4 日（月）

肝臓のいろはを知ろう
消化器内科・橋本医師（写真）、
薬剤課・堀越課長、栄養科・須
藤主任による公開講座が行われ、
20 名を超える地域の皆さまにご
参加いただきました。第2回目は、
秋頃の開催を予定しています。

2016 年 3 月 23 日（水）

搬送困難事案受入医療機関指定について
長時間搬送先が決まらない救急患者を原則として断らずに受け入れる医療機関

「救急搬送困難事案受入病院（県内 12 病院）」として、本年 4 月 1 日から当院
も指定を受けています。救急総合診療科・濱田医師による第 18 回救急勉強会
では、搬送困難事案受入についての講義が行われました。当院が担当する北部
メディカルコントロール圏、搬送困難者の想定数、他地域の搬送困難受入状況、
対象傷病者条件などを地域の救急隊員へ説明するとともに、今後のスムーズな
救急受入へと繋げるために相互理解を深める非常に重要な勉強会となりました。

COLUMN

ドクターやナース、コメディカルの日常、大げさにいえば人生観まで。

好評につき、毎号連載中！

地域の皆さまへ

泌尿器科医長
坪井俊樹

勉強熱心でオールラウンダーな泌
尿器科医長。家族とオートバイを
こよなく愛する。

　当院では近隣に泌尿器科を標傍する医療機関が少ないこともあ

り腎臓、尿路、前立腺、精巣などの癌治療から排尿障害、尿路結石、

感染症、膀胱瘤などの良性疾患の治療まで幅広く泌尿器科領域の

診療を行っています。

　私個人としては腎移植に興味があり北里大学泌尿器科へ入局し

ましたが、大学病院で研修を積み前立腺癌治療で世界的にも有名

なメモリアルスローンケタリング癌センターで知見を深めるなど

の経験を経て手術を中心とする癌治療、内視鏡での前立腺肥大症・

尿路結石治療を得意としております。

　また、大学医局を退局後は subspecialty として美容外科・麻酔

科分野の研修も積んでいます。

　疼痛緩和・麻酔・創傷治癒においても細心の注意を払い入院期間の短縮、患者さまそれぞれに合わ

せたオーダーメイド治療ができるように心がけておりますので安心して泌尿器科を受診いただければ

と思います。

● PROFILE
　2001 年 05 月　北里大学泌尿器科入局
　2002 年 09 月　国外留学
　　 　　　　　　  （メモリアルスローンケタリング癌センター research fellow）
　2003 年 05 月　北里大学病院 研修医
　2004 年 04 月　北里大学病院 泌尿器科病棟医
　2004 年 08 月　北里大学東病院 泌尿器科病棟医
　2005 年 04 月　北里研究所メディカルセンター 泌尿器科病棟医
　2006 年 04 月　北里大学東病院 泌尿器科病棟医（10 月より本院病棟医）
　2006 年 08 月　北里大学病院 泌尿器科研究員
　2007 年 09 月　日本鋼管病院 泌尿器科医
　2009 年 07 月　北里大学北里研究所メディカルセンター病院 泌尿器科医
　2010 年 04 月　北里大学北里研究所メディカルセンター病院 泌尿器科医長
　2011 年 12 月　北里大学北里研究所メディカルセンター病院 麻酔科医員

●専門医・認定医
　日本泌尿器科学会専門医・指導医
　日本麻酔科学会認定医・標傍医
　日本美容外科学会関連会員
　厚生労働省 がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会修了

　2012 年 01 月　行田総合病院 泌尿器科非常勤医師
　2013 年 12 月　行田総合病院 泌尿器科医長

 行田総合病院外来 月 火 水 木 金 土

午前
診察室6 古畑医師 林医師 林医師 古畑医師 坪井医師 澤田医師※第 2・4 週

診察室7 坪井医師 澤田医師 慎医師 新井医師 田岡医師

午後
診察室6 古畑医師 林医師 林医師※第 1・3・4・5 週

朝倉医師※第 2 週
澤田医師 林医師

診察室7 坪井医師 南田医師 慎医師 新井医師

■泌尿器科 外来担当表

※第 2 週の水曜は排尿外来を行っています。　※受付時間などの詳細は、院内に置いてある外来医師担当表でご確認ください。



［8］

ADVERTISING

◉医事課・健診担当からのお知らせ

6 月から行田市特定健診がはじまります！

ストレス社会といわれているこの世の中、病気も気付かない間に進行しているかもしれません。

早期発見・予防をするためにもぜひ健康診断を！

当院では地域の皆さまの健康を守るため、医療・介護に続き「予防医学」の充実を図っております。各種健

康診断、人間ドック、脳ドックなど、健診のことならどんなことでもお気軽にご相談ください。

 ●保険特定健診（国保・社保） ●一般健診（個人・企業含む） 　

 ●人間ドック、脳ドック ●がん・脳梗塞・心筋梗塞等のリスクスクリーニングなど

※まずは TEL:048-552-1111（医事課・健診担当）までお電話ください。
※各種健康診断等は、「予約優先」となっております。ご予約をお待ちしております。［医事課・健診担当］

院内・院外からの広告を受付ております。

◉検査科からのお知らせ

軽度認知障害の血液検査『MCI スクリーニング検査』を始めました。

アルツハイマー型認知症の前段階である軽度認知障害（MCI）の兆候を早期発見する検査です。軽度認知障

害（MCI）とは、健常者と認知症の中間段階を指します。日常生活に支障はありませんが、そのまま過ごす

と約 5 年で半数以上が認知症に進行するといわれています。

▶︎こんな方におすすめします！
 ■ 50 歳以上の方 ... 認知症が不安。 ■最近、もの忘れが増えてきた ...。　
 ■親や家族の様子が少し変わった気がする ...。 ■肥満や糖尿病など生活習慣病の恐れがある ...。

※検査は当院にて採血のみです。医事課にお申込みください。検査料金 20,000 円（税別）。
※詳しくは院内に置いてあるパンフレットをご参照ください。［株式会社 保健科学東日本］

◉行田総合病院からのお知らせ

埼玉県救急搬送困難事案受入病院の指定を受けました。

当院は、本年 4 月 1 日より長時間搬送先が決まらない救急患者を原則とし

て断らずに受け入れる医療機関埼玉県救急搬送困難事案受入病院の指定を

受けました。救急隊が緊急性が高く、重症の疑いがあると判断した患者さ

まについて、2 カ所以上の医療機関に照会しても受け入れられない場合、

当院が受け入れることになります。

◉埼玉県救急搬送困難事案受入病院
12 の病院で県内全域をカバーしています。北部メディカルコントロール圏
では当院が唯一の指定病院として、地域の救急医療を担ってまいります。


